
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより ４月号 

うぶすな
令和６年４月２５日 

和泊町立内城小学校 

〒891-9131 

和泊町内城 516-1 

TEL ９２－００７６ 

令和６年度がスタートしました 

校長 岩戸 孝夫 

今年度も，元気な新１年生６名と転入生２名を迎え，さらに活

気に満ちあふれています。入学式では，多くの方々に御臨席を賜

り，心から感謝申し上げます。お陰様で，新１年生は喜びと多少

の緊張の中で大きなランドセルを背負いながら，毎日元気に登

校しています。新１年生を含め，児童数４１名で令和６年度がス

タートしました。 

今年も人権教育の立場からも徹底して指導し，一人一人の児

童が，｢今日も一日，頑張るぞ。｣「明日も早く学校に行きたい」と

思えるような学校を目標に取り組みます。併せて，教職員の指導

法改善により，児童が｢学校が毎日楽しい。｣と言える学校を目

指したいと考えています。皆様どうぞよろしくお願いいたします。 

また，学習の定着を図るために今年度も家庭学習を重視して

いきます。毎日の家庭学習を本校は学年＋２０分は取り組むよう

に決め，学力の定着を図ることを目標にしています。宿題に加

え，その日に学んだ学習の内容等を振り返り（復習），確実な学

力の定着を学校と家庭で図りましょう。 

予習と復習の充実が学力向上のカギです 

今年度，６名の新一年生が内城小学校に入学し
てきました。 
１年生の児童が早く学校に慣れるように職員・上
級生とともに支えていきたいと思います。 
そして，子供たちが「安心・安全で笑顔の花が咲
く学校」づくりに努めて参ります。保護者並びに地
域の皆様方にも登下校中などで，子供たちへお声
掛けしていただけるとありがたいです。 

 
 

〇 岩 戸  孝 夫  【校長】 
〇 松 﨑  洋 樹  【教頭】 
〇 平 山  あ す か  【１年担任】 
〇 北 野  勇 治  【２年担任】 
〇 山 口  芳 野  【３・４年担任】 
〇 禰 占  洋 祐  【５・６年担任】 
〇 鳥 丸  愛 子  【 】 
〇 朝 尾  幸 恵  【 】 
〇 谷 口  絢 女  【養護教諭】 
〇 赤 谷  幸  【事務職員】 
〇 西  美 津 代  【３・４年複式支援員】 
〇 宗  武 彦  【５・６年複式支援員】 
〇 辻 井  理 恵  【司書補】 
〇 大 久 保  さおり  【学校主事】 
 今年度は３名の職員が転入してきました。子ども・学校・地
域のために「チーム内城」で頑張ります。 

～今年度の職員紹介～ 

行事予定
２日（木）内科検診 
９日（木）移動図書間 避難訓練（台風接近想定） 

10 日（金）耳鼻科検診 
11 日（土）土曜授業 スケッチ大会 
14 日（火）避難訓練（地震・津波） 

ふるさと美化活動 検尿（２次） 
16 日（木）体力・運動能力調査 
17 日（金）租税教室 
19 日（日）PTA 愛校作業（プール清掃） 
21 日（火）学校保健委員会（心肺蘇生法） 
      家庭教育学級開級式 
27 日（月）プール開き 
※ 予定は，変更する場合があります。 

☜ 内小ブログ～うぶすな～ 

 内城小学校ホームページ☞ 

 

 

 

会 長：中水流 健一 
副 会 長：西 明日香 宮里 吉德 

環境整備・生活安全部長：中田 隼人 
文化教養・保健体育部長：村山 真也 
顧 問：桂 弘一 岩戸孝夫 

書 記：鳥丸 愛子 
会 計：赤谷 幸 

本年度も，PTA活動への御協力をお願いします。 

 

＜新１年生の紹介＞ 
 名  前 字 
１ 窪田 琉花（くぼた  りゆな）さん 後蘭 
２ 永野 心絆（ながの  ここは）さん 永嶺 
３ 前田 啓臣（まえだ ひろおみ）さん 後蘭 
４ 三島  蓮（みしま  れん）さん 谷山 
５ 村山 直生（むらやま  なお）さん 内城 
６ 亘 凛汰郎（わたり りんたろう）さん 仁志 

 

16 日（火）に１年生を迎える
会を行いました。 
今年度は，１年生だけでなく先

生方の自己紹介もしました。その
後は，じゃんけん列車をしてお兄
さん，お姉さん，先生方と交流し
て楽しみました。 
これから友達や上級生と仲良

く楽しく学校生活を過ごしてほ
しいです。 

17 日（水）に沖永良部警察署の御指導・御助言のもと，
不審者対応訓練を実施しました。不審者が侵入してきた
ことを想定して，避難経路や避難場所を確認しました。
また，登下校時に不審者に遭遇した 
場合の訓練も行いました。 
 いつ，どこで起きるか分からない 
からこそ，今後も「いかのおすし」 
を忘れず，行動できるように継続的 
な指導を行っていきます。 


